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 野川整備工事（その２０３）工事説明会の議事要旨 

 

１ 開催概要 

【第１回目】 

日時 令和７年３月１９日（水曜日）18時 00 分～19 時 00 分 

場所 世田谷区鎌田区民集会所（世田谷区鎌田２－１－１４） 

参加人数 １２名 

 

【第２回目】 

日時 令和７年３月２５日（火曜日）18時 00 分～20 時 00 分 

場所 野川インフォメーションセンター（世田谷区玉川３－４２） 

参加人数 ３名 

 

【第３回目】 

日時 令和７年３月２７日（木曜日）14時 00 分～17 時 00 分 

場所 野川インフォメーションセンター（世田谷区玉川３－４２） 

参加人数 ４名 

 

 

２ 主なご質問・ご意見と都の回答（要旨） 

【第１回目 ３月１９日 世田谷区鎌田区民集会所】 

ご質問・ご意見 都の回答 

多摩川の堤防嵩上げ工事

はいつ完了予定か。ま

た、野川護岸整備事業の

スケジュールを教えてほ

しい。 

国交省所管の多摩川堤防嵩上げ工事は令和７年度完了を

目指して施工中と聞いています。 

また、野川護岸整備事業は現在のところ、橋梁部は整備

対象３橋（天神森橋・野川水道橋・吉澤橋）の嵩上げ工

事が完了しており、護岸部は吉澤橋下流左岸が完了して

います。その他の箇所についても順次進めているところ

でありますが、吉澤橋付近で地中に支障物が見つかった

ことや施工中の通行をどうするかなどの課題も判明して

きています。地域の皆様にはご心配をおかけし大変申し

訳ありませんが、そうした課題をしっかり検討した上

で、完了時期について改めて説明の場を設けたいと思い

ます。 
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伐採の対象となる樹木は

どこか。また、桜剪定の

考え方は。 

野川水道橋下流右岸にある上流側仮設ヤード予定地に生

えている樹木が伐採の対象です。 

また、桜は重機の作業範囲にかかる枝を剪定します。 

場所打杭の杭長はいくつ

か。またその長さにした

考え方は何か。 

杭長は 8.5ｍ～11.0ｍです。杭長の考え方は、多摩川計

画堤防高(A.P.+17.205m)まで水位が上昇した際の水圧に

耐えられる構造を検討し、長さを決定しています。 

通行止めはいつからか。

また、通行止め区間は通

学路となっているが、近

隣の学校とは調整済み

か。 

４月上旬より家屋調査を開始し、通行止めは５月中旬頃

を予定しています。 

また、近隣の二子玉川小学校、砧南小学校、砧南中学校

と打ち合わせを行い、通学路通行止めと迂回路について

了解をいただいています。 

上流側仮設ヤードの盛土

高はどのくらいか。また

重機が置けるように固め

るのか。 

盛土高は、既設護岸高と同じ高さまでとする予定です。

また重機を配置するため、締固めを行います。 

既設護岸の一部撤去を行

うが、工事中の高さ確保

はどう考えるか。 

河川水位が上昇しても工事現場から水が出ないよう、既

設護岸の高さまで大型土のうを積んで高さを確保しま

す。 

大型土のうを設置する地

盤は出水時の浸食対策と

してコンクリートで補強

するなどの対策は行う

か。 

現地の施工状況をみて、補強が必要であれば検討してい

きたいと考えています。 

工事車両の搬入は上・下

流のどちらから行うか。 
上流側・下流側の両方から搬入予定です。 

家屋調査の周知方法は。 
家屋調査を行う予定のご家庭に、事前の『お知らせ』を

配布し、意向確認を行ってから調査に入ります。 
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アクリル板を選定した理

由は何か。また強度やく

もりについては問題ない

のか。 

嵩上げ方法は区や環境団体等と調整し、護岸天端までコ

ンクリートで嵩上げしてしまうと自然豊かな野川の景観

を損ねると考え、透明なアクリル板を採用しました。ま

た、アクリル板は水族館の大きい水圧にも耐える材料で

あり、都内では新河岸川、他県では埼玉県でも採用実績

があるため、強度的には問題ないと考えています。くも

りについては、吉澤橋の既設アクリル板は設置から 15

年以上経過しても透明度を維持していたことから問題な

いと考えています。 

嵩上げ高の高い下流部は

仕方ないと思うが、上流

部についてはアクリル板

での嵩上げはやめてほし

い。 

上流部についても、すべてコンクリートで嵩上げした場

合に景観を損ねると考えており、下流部と同じく基礎コ

ンクリートの上にアクリル板で嵩上げする方法を採用

し、景観に配慮した整備を行っていきます。 

（※補足：説明会で配布した資料にあるとおり、嵩上げ

高が 0.5ｍ未満の場合、既設護岸にコンクリートを増し

打ちすることで嵩上げします。） 

通行止めは 24 時間か。 

工事現場は資機材が配置され、また掘削箇所があるなど

一般の方にとっては危険な状況となります。このため、

常時通行止めとします。 
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【第２回目 ３月２５日 野川インフォメーションセンター】 

ご質問・ご意見 都の回答 

全ての箇所でアクリル板

での嵩上げを行うのか。 

嵩上げ高が 0.5ｍ未満の場合、既設護岸にコンクリート

を増し打ちすることで嵩上げします。嵩上げ高が 0.5ｍ

以上の場合、既設護岸とは別に構築した基礎コンクリー

トの上にアクリル板を設置し、嵩上げを行います。 

場所打杭の施工時は振動

があるのか。 

所定の深さまでドリルで削孔する際に多少の振動が発生

します。振動騒音規制法や東京都環境確保条例に基づ

き、十分注意して作業を行っていきます。 

杭と杭の間隔は。 約 1.5ｍ間隔です。 

桜の近くを掘削するが、

倒れたりしないか。 

桜の幹から掘削箇所まで十分な離隔を確保しているの

で、問題ないと考えています。 

上流側仮設ヤードは盛土

して造成するが、工事が

終了したら元通り復旧し

てしまうのか（工事終了

後も残してほしい）。 

設計では元通り復旧することを予定していますが、地域

の皆様のご意見で残した方がよいということであれば検

討します。 

今回工事では野川水道橋

から上流側仮設ヤードま

での区間は工事範囲外と

なっているが、本工事に

含めることはできないの

か。 

この区間はお住まいの方の日常的な車の出入りがあり、

迂回も難しいため、通行止めを行った際の影響が大きい

と考えています。工事期間中の交通確保についてしっか

り検討した上で、今後発注していきたいと考えていま

す。 
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【第３回目 ３月２７日 野川インフォメーションセンター】 

ご質問・ご意見 都の回答 

吉澤橋から野川水道橋ま

での区間(右岸側)につい

て、車が通れるのはどこ

なのか。 

本工事の工事範囲（約 300ｍ）以外の範囲は、通常通り

車が通行できます。 

現場着手はいつか。 
４月上旬より家屋調査を行い、重機を伴った作業は５月

中旬頃の開始を予定しています。 

河川内に樹木や堆積土砂

があり、洪水が心配であ

る。撤去してもらいた

い。 

河川内の樹木や堆積土砂撤去の管理者である世田谷区に

話をしておきます。 

 

以上 


